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1. は じ め に

近年，Web上でファッションを楽しむ為のサイトが

急増している．たとえば，ファッションを楽しむための

コミュニティサイトである FashionSNSにユーザの持

つ洋服を公開することで，同じファッションを好む人

達が集まって新しい交流の場が生まれている☆． ネッ

トオークションでは，ユーザが不要な洋服を出品し，

他のユーザがほしい洋服を通常より安く購入できる．

このように，Webを介して洋服やファッションに関

する多様な情報を手軽に得ることが出来るようになっ

た. しかし，このようなサイトの利用者の多くは，Web

上の写真を見たり，ほしい商品を購入するだけであり，

自分自身の持つ洋服の情報を積極的に公開／活用して

いる人は少ない．その原因の一つとして，洋服の写真

をWeb上にアップするまでの一連の作業が面倒なこ

とが挙げられる. すなわち，(1) 写真を撮る背景を探

し，デジタルカメラで洋服を撮影する，(2)カメラから

パソコンにデータを転送して，その画像をフォルダー

やタグなどで分類する，(3)画像のトリミングやサイ

ズ調整を行った上で，Web にアップロードする，と

いったさまざまなプロセスが必要になる．こうした一

連の作業をより手軽に素早く行える洋服撮影環境が存

在すれば，一般のユーザが自分自身の洋服をネット上

に公開／活用できる機会が増えると考える．

そこで，本研究では，ユーザがフックに洋服を掛け

るだけで，手軽に洋服を撮影／デジタル化して，Web
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図 1 タグタンスの基本コンセプト．タンスの両扉の内側を使い，片
側に USB カメラ，照明，液晶ディスプレイを，もう片側には
フックセンサを設置する．フックに重さがかかるとフックの下
に装着された圧力センサが反応し，撮影が行われる.

Fig. 1 Basic concept of TagTansu

上にアップロードすることができるシステム「タグタ

ンス」を提案する．

2. タグタンス

タグタンスは，家庭で一般的に見られる二枚扉式の

タンスを使用して，手軽に洋服を撮影／タグ付けして

デジタル化できるシステムである．図 1のように，タ

ンスの扉の内側の片方に，USB カメラ，照明，液晶

ディスプレイを，もう片方にフックセンサを取り付け

る．既存のタンスの扉を活用することで，(1)新たな

撮影用装置を設置する必要がない，(2)省スペースで

カメラの画角を稼げる，(3) 撮影環境（背景や照明）

を固定しやすい，といったメリットを持つ．

まず，ユーザがタンスを開くと，扉に付けられたリー

ドスイッチで開閉を検出し，自動的に撮影用の照明が

点灯する．次に，ハンガーに掛った洋服をフックセン
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サに掛けることで，衣服の画像が自動的に USBカメ

ラで撮影される．フックセンサには，複数のフックが

取り付けられており，フックを掛ける位置に応じて，

洋服の種別 (e.g. インナー，アウター，ボトム) を判

別することができる（詳細は次章で述べる）．よって，

撮影画像には，こうした洋服の種別や大まかな重さ，

および撮影時刻などが自動的にタグ付けされる．さら

に，設定に応じて任意のWebサーバー／ファイルサー

バーに HTTP ／ FTP 経由で撮影画像をアップロー

ドすることもできる．

次に，関連研究について述べる．Digital Decor1)

は，引き出し家具にカメラを組み込んで，もの探し

やコミュニケーション支援を行うシステムである．お

しゃれ展2) は，HCI研究者の立場からファッション支

援に着目した展示会であり，興味深い．タグタンスは，

フックに洋服を掛けるだけで，洋服を簡単に撮影／タ

グ付けして保存することでき，さまざまなファッショ

ン支援システムに応用できると考えている．

3. 実 装

本章では，フックセンサを中心とした，タグタンス

の実装について述べる．フックセンサは，3つのフッ

クを取り付けた人型の木製プレートである（図 2）．

各フックには圧力センサが搭載されており，フックに

掛けられた洋服の重量を大まかに判定するとともに，

撮影のトリガーとして利用する．フックは人型の首付

近に 2 つ，腰付近に 1 つ用意されており，かける位

置に応じて異なるタグがつけられる．まず，上半身の

フックを「トップス」，下半身のフックを「ボトム」

と判定する．さらに，トップス部には長さの違う 2つ

のフックが用意されており，人型に近い方（内側）の

フックを「インナー」，遠い方（外側）のフックを「ア

ウター」と判定する．このフックセンサにより，人間

の体を模したわかりやすいマッピングで，タグ付けを

行うことができる．

次に，フックセンサを用いた撮影のプロセスについ

て述べる．まず，ユーザが特定のフックに洋服を掛け

ると，洋服の重みで圧力センサに重量が加わる．次

に，圧力センサの値が一定以上の状態で静止すると，

カウントダウンが始まり☆，現在の実装では，3 秒後

にシャッター音とともに洋服が撮影される．こうして

撮影された画像は，タンスの扉に取り付けられた液晶

ディスプレイに表示され，タンスに内蔵された PCに

保存される．撮影画像の EXIF領域とファイル名には

☆ カウントダウン中は 1 秒毎に効果音が再生される．

図 2 フックセンサのプロトタイプ．
Fig. 2 Prototype of TagTansu

図 3 タグタンスの撮影例．アウター／インナー／ボトムと大まか
な重量が自動的に判定される．

Fig. 3 Examples of photos captured by TagTansu

「撮影時刻，種類，重さ」といった情報が埋め込まれ

る（図 3）．

4. まとめと展望

家庭で一般的に見られる二枚扉式のタンスを使用し

て，手軽に洋服を撮影／タグ付けしてデジタル化で

きるシステム「タグタンス」を構築した．今後は，ア

ウター／インナー／ボトムだけでなく，ワンピース／

コート／ブーツなどのより多様な分類ができる機能

や，タグや重さデータを活用した効率的な洋服閲覧シ

ステムの実装を進めていく．さらに，FashionSNSな

どのオンラインサービスと連携した，ファッションコー

ディネート支援の基盤となるようなシステムの実現を

目指す．
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